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2014年10月度役員会議事録 

日時：2014年10月22日(水)18:00～19：30 

場所：サンピアセリーズ 

参加者：原田会長、横田副会長、南、横田、三浦、岡林 

 

議題 

Ⅰ．第6回コンクリート技術研修会について 

① 開催日について：開催日は 2015年 9月 25日(金曜)10：00～17:00（講習時間 6時間を予

定）ＣＤＰ６単位講習会とする。 

② 場所：高知工科大学ホール（600名収容）  参加者は300以上を目標とする。 

③ 講師陣：魚本健人先生（土木研究所）、氏家勲教授(愛媛大学)、十河茂幸教授(広島工業大学)、

四国地方整備局、(高知県土木関係)、岡村甫先生(高知工科大学理事長) 

  岡村先生には挨拶をお願いする。講師陣の検討において、受講者の業種等を考慮してひび

割れ等の補修・補強事例の紹介などを行う場合は、産の講師を考えることとする（コンク

リートメンテナンス協会等）。この件に関しては、島先生と協議することとした。 

④ スケジュール： 

各講師の時間について、魚本先生および十河先生（1.5ｈ）、氏家先生（1.0ｈ）、整備局及

び県（1.0ｈ）又は県への依頼を断り、産の補修事例を2件(0.5☓２)とする。 

⑤ ＣＰＤおよびＣＰＤＳの認定について：本年度まではＣＰＤＳの認定のみ実施してきた。

コンサル関係者の参加者を集めるよう、来年度からはＣＰＤの認定を受けることとする。 

日本コンクリート工学会（ＪＣＩ）は建設業ＣＰＤ協議会の加盟団体であるので、共催を

含め検討することとした。 

⑥ 広報について：アンケートによると開催案内の入手先は、所属団体からの案内が7割を占

めている。従来通り技士会および建設業協会に要請する。コンサル関係は、第一コンサル

タンツの前田さんに本年同様お願いする。また、募集地域を四国に拡大しＪＣＩ四国支部

等に協力をお願いする。ＪＣＩを巻き込めば機関紙に案内を載せることが可能と思われる。

その他土佐国、道路協議会等。骨子が決まればＨＰに案内を掲載する。 

⑦ 資料について：アンケートではパワーポイントのカラーが欲しい等の意見が挙げられてい

た。資料を作成するにはコピー代、作成時間等が問題となる。そこで、冊子で資料を作成

し業者に依頼し費用対効果を検討する。2014年度の資料は80ページ(40枚)が必要であっ

た。 

⑧ 会費について： 

第１案：￥3,000(従来通り)とし、官公庁は無料 

第 2 案：テキスト代￥1,000+参加代￥2,000 の合計￥3,000 とし、官公庁からもテキスト

代をもらう。 

第3案：テキスト代を含め￥2,000統一とする。（官公庁も￥2,000） 

 今までは、官公庁は無料としてきた。理由は、官公庁へのアピール、県職員および診断

士会会員のスキルアップ等である。 

近年県発注物件においては、「高知県建設工事成績評定要綱」によるランクが行われるよ

うになった。ひび割れ即Ｃランクへの評価となり、例えば控え鉄筋の配置、ひび割れ抑制

策を実施してもプラス評価とならない等、評価の基準があいまで疑義を生じている。適正

な評価が行わなければ、ひび割れ等初期欠陥の隠蔽にもなり兼ねず。負のスパイラルが懸

念される。県および施工者間でのひび割れ抑制への事前協議等のシステム作りが必要。そ

のためにも、県の技術者には積極的に講習会に参加して頂き（無料）、ひび割れ抑制、補修
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等を適切に行える技術者を増やして頂けるようお願いしたい。 

県による評価の方法等は、島先生に相談し今後の協議事項としたい。 

参加費の件は、本日の役員会では決定できなかった。今後検討を重ることとした。 

⑨ 申込方法および参加費の徴収方法：当日の参加料の徴収は煩雑となり兼ねない。また、当

日キャンセル等があるので、事前に銀行振り込みにておこなうこととする。 

⑩ 講師陣に産を入れる場合の内容について：リチウムイオンによる塩害等の抑制、電気防食、

ＪＲ東日本による東日本大震災時の高架橋の補修等事例について等 

⑪ 講師への謝礼金等：￥20,000～￥50,000 の意見が出された。例年通り￥20,000 程度でお

願いしたい。 

航空券およびホテルの手配は、早割等を利用して診断士会で手配する。懇親会は無料とす

る。 

 

以上を踏まえ、島先生と協議し今後具体的なスケジュールを作成することとした。 

 

Ⅱ．コンクリート診断士合格者について 

  宮路 稚奈 高知県土木事務所 2014 年度第 2 回コンクリート診断士受験対策講座

参加者 

 

Ⅲ．ＪＣＤ主催業務体験発表会について 

    本年度の第5回コンクリート技術研修会で、浦戸大橋の補修・補強事例が紹介された。

来年度の発表会に参加いただくよう堤氏等に協力を仰ぐ。 

 

Ⅳ．補修・補強見学会について  

   浦戸大橋の補修・補強工事見学会を計画中である。県土木等の協力をお願いする。実施

が決まり次第会員に案内を送る。 

       

   

配布資料：Ｈ２６年度通常総会議事録 

     第5回コンクリート技術研修会アンケート 

 

以上 

2014年10月23日(木) 

文責 岡林  


